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　　市　の　人　口

（平成９年８月１日現在）

　66,865世帯（前月比180世帯増）

　188,383人（前月比261人増）

　92,921人

　95, 462人
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第7回紫式部文学賞は
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『蟹女』に

村田喜代子さん

　
こ
の
ほ
ど
、
第
七
回
紫
式
部
文
学
賞
の
受
賞
作

品
が
決
ま
り
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
の
は
村
田
喜
代

子
さ
ん
の
短
編
小
説
集
「
蟹
女
」
。
表
題
作
「
蟹

女
」
を
含
む
五
つ
の
短
編
は
い
ず
れ
も
作
者
独
自

の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
つ
恐
ろ
し
げ
で
あ
り
な
が
ら

も
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
作
品
。
受
賞
式
は
十
一
月
九
日

佃
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
紫
式
部
文
学
賞
は
平
成
三
年

度
、
源
氏
物
語
の
ゆ
か
り
の
地

に
ふ
さ
わ
し
い
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
と
し
て
創
設
さ
れ
、
今
回

で
第
七
回
目
と
な
り
ま
す
。
対

象
と
な
る
作
品
は
女
性
作
家
に

よ
る
文
学
作
品
で
、
今
回
は
全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
五
十
四
作

品
か
ら
村
田
喜
代
子
さ
ん
の
短

編
小
説
集
『
蟹
女
』
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
選
考
委
員
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
（
敬
称
略
・
五
十
音

順
）
。

　
梅
原
猛
（
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
顧
問
）
、
大
庭
み

な
子
（
作
家
）
、
瀬
戸
内
寂
聴

（
作
家
）
、
竹
田
青
嗣
（
文
芸
評

論
家
）
、
多
田
道
太
郎
（
評
論

家
）

『
蟹
女
』
は
こ
ん
な
作
品

　
表
題
作
「
蟹
女
」
は
、
妄
想

を
病
む
入
院
患
者
が
ち
ょ
う
ど

干
夜
一
夜
物
語
の
よ
う
に
、
毎

日
担
当
医
の
と
こ
ろ
に
出
掛
け

て
奇
想
天
外
な
物
語
を
語
り
続

け
ま
す
。
あ
る
日
は
地
上
の
あ

ら
ゆ
る
生
き
物
が
一
つ
が
い
ず

つ
選
ば
れ
て
巨
大
な
舟
の
中
で

四
十
日
四
十
夜
を
と
も
に
過
ご

す
ノ
ア
の
方
舟
遊
び
の
話
、
ま

た
別
の
日
は
恐
る
べ
き
数
か
ら

Ｉ
Ｉ
‘
Ｉ
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ｌ
ｆ
｀
！
・

な
る
多
産
系
の
家
族
の
物
語
、

と
い
う
具
合
に
一
種
の
増
殖
願

望
が
底
に
流
れ
て
い
ま
す
。
女

性
主
人
公
が
作
り
出
す
荒
唐
無

稽
な
物
語
に
よ
っ
て
、
女
性
存

在
に
つ
い
て
の
一
種
神
話
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
で
く
る
よ

う
な
作
品
で
す
。

　
　
「
春
夜
漂
流
」
は
郊
外
の
大

き
な
団
地
に
越
し
て
き
て
や
っ

と
荷
を
解
い
た
一
家
族
が
、
ち
″

つ
と
近
辺
の
散
歩
の
つ
も
り
で

出
掛
け
た
ま
ま
、
い
っ
か
巨
大

団
地
の
迷
路
に
迷
い
込
み
、
一

夜
を
、
あ
て
ど
な
い
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
の
海
原
に
漂
流
す
る
は
め

に
な
る
、
と
い
う
話
で
す
。
こ

の
家
族
の
不
思
議
な
漂
流
は
、

現
代
家
族
の
生
の
風
景
の
象
徴

的
な
メ
タ
フ
ァ
ー
（
暗
喩
）
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
原
稿
に
向
か

っ
て
苦
闘
す
る
小
説
家
の
姿
を
、

天
才
数
学
者
ポ
ア
ン
カ
レ
の
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
よ

う
を
か
ら
ま
せ
な
が
ら
独
特
の

ユ
ー
モ
ア
感
覚
で
描
い
た
「
ポ

講
評

　
八
月
十
一
日
側
の
発
表
の

席
上
、
多
田
道
太
郎
選
考
委

員
は
次
の
よ
う
に
講
評
し
ま

し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
紫
式
部
文
学
賞
は
女
流
文

学
の
み
を
対
象
に
す
る
賞
で
、

創
設
当
時
は
進
歩
的
で
か
な

り
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
こ
と
で

し
た
。
今
で
は
女
性
作
家
の

活
躍
が
当
た
り
前
の
時
代
に

な
り
ま
し
た
。

　
最
終
選
考
会
で
は
二
時
間

に
も
及
ぶ
激
烈
な
論
議
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
最
終
選
考
に

残
っ
た
六
作
品
の
中
で
も
文

学
の
感
動
と
い
う
点
で
群
を

抜
い
て
い
た
「
蟹
女
」
に
決

定
し
ま
し
た
。

　
　
『
蟹
女
』
は
不
思
議
な
近

代
性
と
寓
意
性
と
を
持
っ
た

ア
ン
カ
レ
の
馬
車
」
、
耳
に
つ

い
て
の
印
象
が
語
り
手
の
過
去

の
記
憶
を
少
し
ず
っ
め
く
り
返

し
て
い
く
「
耳
の
叔
母
」
、
不

在
が
ち
の
夫
を
待
つ
家
族
の
部

屋
に
突
然
現
れ
た
幻
想
の
ワ
ニ

の
い
き
さ
つ
を
描
い
た
「
ワ
ニ

の
微
笑
」
の
三
編
が
お
さ
め
ら

　
昨
年
は
、
田
中
澄
江
氏
の

『
夫
の
始
末
』
を
読
ん
で
大
い

に
感
動
し
、
友
人
知
人
に
面
白

い
、
面
白
い
と
電
話
を
掛
け
ま

く
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
私
が
、
今
度
は
同
じ
賞

を
頂
け
る
と
は
予
想
だ
に
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
文
学
の
古
い
先
達
の
紫
式
部

氏
と
選
考
委
員
の
方
々
と
宇
治

市
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

妄
想
と
も
言
え
る
よ
う
な
鋭

い
指
摘
の
あ
る
作
品
で
す
。

日
常
へ
の
批
評
が
詩
に
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
が
小
説
の
感

動
を
生
む
の
で
し
１
つ
。
そ

の
中
で
も
私
は
「
春
夜
漂
流
」

に
一
番
感
心
い
た
し
ま
し
た
。

　
村
田
喜
代
子
さ
ん
は
同
人

雑
誌
や
文
芸
雑
誌
か
ら
成
長

さ
れ
た
方
で
は
な
く
、
自
分

自
身
の
タ
イ
プ
印
刷
に
よ
る

個
人
誌
「
発
表
」
か
ら
り
っ

ぱ
に
成
長
さ
れ
た
方
で
、
ま

さ
し
く
自
立
す
る
女
性
の
鏡

で
あ
り
、
こ
の
方
を
選
べ
た

こ
と
を
心
か
ら
う
れ
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
日
常
生
活
の
小
さ

な
機
微
か
ら
、
独
自
の
リ
ア
リ

テ
ィ
を
持
つ
不
思
議
な
物
語
が

イ
メ
ー
ジ
豊
か
に
生
み
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
作
家
の
本
領

が
余
す
と
こ
ろ
な
く
示
さ
れ
た

短
編
集
で
す
。

　
※
田
中
澄
江
さ
ん
の
『
夫
の

始
末
』
は
昨
年
の
第
六
回
紫
式

部
文
学
賞
受
賞
作
品
。

　
〈
著
者
略
歴
〉

昭
和
二
十
年
福
岡
県
北
九
州

市
八
幡
生
ま
れ
。
昭
和
六
十
年

著
者
自
身
の
タ
イ
プ
印
刷
に
よ

る
個
人
誌
『
発
表
』
を
創
刊
。

昭
和
六
十
二
年
『
鍋
の
中
』
で

第
九
十
七
回
芥
川
賞
受
賞
。
平

成
二
年
『
白
い
山
』
で
女
流
文

学
賞
受
賞
。
平
成
四
年
「
真
夜

中
の
自
転
車
」
で
平
林
た
い
子

賞
受
賞
。
な
お
『
蟹
女
』
は
文

酉
春
秋
刊
。

敬老祝金を
　
市
で
は
満
7
0
歳
以
上
の

市
民
の
長
寿
を
お
祝
い
し

敬
老
祝
金
を
お
渡
し
し
ま

す
。
支
給
日
程
は
表
の
と

お
り
で
す
。
ど
の
会
場
で

も
お
渡
し
で
き
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
最
寄
り
の
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
渡
し
で
き
る
人

　
次
の
要
件
を
両
方
満
た

す
人
の
昭
和
２
年
９
月
1
6
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

②
今
年
１
月
１
日
か
ら
８

９月５日輿 ９月４日困 ９月３日(水) ９月２日(火) ９月１日(月)

平

尾
集
会
所

御
蔵
山
集
会
所

登
り

集
会
所

六
地
蔵
公
会
堂

Ｗ

荼

西
岡

屋
会
館

大
和
田
集
会
所

南
陵
南
集
会
所

躍a
y

総
合
福
祉
会
館

伊
勢
田
集
会
所

中
ノ
田
集
会
所

広
野
公

民
館

旦
椋
公

会
堂

西§

喬

西
岑

－
ユ－－否

Ｔ

－－
一
室

一戸

集

会

所

菟
道
集
会

所

明
星
集
会

所

喜

撰

会

館

白
川

集
会

所

半
白
集
会

所

小
倉
公
民
館

宇
治
公
民
館

南
木
幡
集
会
所

奥

手

城
南
荘
集
会
所

棋
島
集
会
所

紫
ヶ
丘
集
会
所

西
目
川
集
会
所

笠Ｅ

；

笠
取

集
会
所

支

給

会

場

15

●■
30

　S
16

●●
00

14

●●
00

　S
15

●●
00

11

●●
00

　S
11

●●
30

9

●●
30
　S
10

●●
30

15

●･
00
　S
16

●●
00

14

●●
00

　S14

●●
30

9

･●

30

　S11

･●

30

15

●●
30

　S16

●●
00

14

●●
00

　S15

●●
00

９

丿●
30

　S11

●･
30

15

●丿
00

　S16

●■30

14

●●
00
　S

14

■●30

9

●●
30

　S
11

●●30

15

■●
30

　S
16

●●30

14

●●
00

　S
15

●●00

9

●●
30
　S

11

●■30

15

■●
00
　S

16

●●30

14

●●
00
　S

14

●●30

11

●●
00

　S
11

●●30

10

●●
00

　S
10

●●30

9

●●
00

　S
9

●●30

16

●●
00
　S

16

●●30

14

●●
00
　S

15

●●30

9

●●
30
　S

11

●●30

16

●●
00
　S

16

●●30

14

●●
00
　S

15

●●30

9

●●
30
　S

11

■●
30

16

●●
00
　S

16

●●
30

15

●●
00

　S
15

●●
30

14

●●
00

　S
14

●●
30

10

●●
30

　S
11

●●
00

9

●●
30

　S
10

●●
00

支

給

時

間

月
3
1
日
ま
で
引
き
続
き
宇
治
市

に
住
民
登
録
か
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
人

◆
受
け
取
り
方
法

　
対
象
者
に
は
今
月
末
に
案
内

の
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。
そ

の
は
が
き
に
氏
名
を
記
入
し
、

必
ず
押
印
し
、
支
給
会
場
へ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　
各
地
域
の
支
給
会
場
に
行
け

な
い
人
は
９
月
1
2
日
溺
か
ら
1
1

月
2
8
日
㈲
ま
で
に
は
が
き
を
長

寿
社
会
対
策
課
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
は
が
き
を
紛
失

し
た
人
も
９
月
1
2
日
吻
か
ら
‥
‥
八

月
2
8
日
㈲
の
間
に
本
人
を
証
明

す
る
も
の
（
健
康
保
険
証
ま
た

は
運
転
免
許
証
）
と
印
鑑
を
持

っ
て
長
寿
社
会
対
策
課
へ
。
問

い
合
わ
せ
は
同
課
（
昔
内
線
2

3
4
6
）
　
へ
Ｏ

宇
治
市
政
だ
よ
り
9
月
1
日
号
は

8
月
3
1
日
(
日
)
に
新
聞
折
り
込
み
し
ま
す

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

805

お渡します

受
賞
の
言
葉
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講座・教室

■高齢者特別講座

　　公民館５館合同事業。Ｄとき

…９月11日困、午前10時～正午>

ところ･‥東宇治コミュニティセン

ター[＞対象…60歳以上の人μ定員…

先着I

00人[＞テーマ…｢高齢社会

と老人医療｣μ講師…府立身体障

害者リハビリセンター病院精神科

医師・有賀やよいさんE〉受講料…

無料　圃木幡公民館(a32-8290)。

■肢体障害者教室

　[＞とき…９月６日出、午前10時

～正午[〉ところ…総合福祉会館C＞

対象…肢体障害者と介護者[〉テー

マ…上手な医者のかかりかたE〉参

加費…無料[＞定員…先着30人　圃

社会教育課(a内線2615)。

スポーツ

■重点普及スポーツ教室

　[＞とき・ところ…○９月１日(月)

・５日出・11日困＝東宇治中学校、

○９月４日俐・８日(月)・12日出=

広野中学校。いずれも午後７時半

～９時半、雨天中止[＞内容…グラ

ウンドゴルフ、ペタンクの実技指

導とルール説明　圃市民体育課

(a内線2621)。

■市民グラウンドゴルフ大会

　E〉とき…９月21日(日)、午前10時

～E＞ところ…太陽が丘[＞チーム編

成…市内在住か在勤・在学の人６

人で編成[〉参加費…無料　圃Q月

４日俐までに市民体育課(a内線

2622)へ所定の申込書で。

・府民総体ボウリング競技

　宇治市予選会

　C〉とき…９月28日(日)、午前９時

半～[>ところ･‥松園ボウル[＞チー

ム編成…市内在住か在勤(京都府

民に限る)の18歳以上の６人と監

督１人で編成μ定員‥･･先着18チー

ム[〉参加費…8000円　[*]9月16日

固までに市民体育課(s内1泉2622)

へ。優勝チームは市代表として府

民総体へ出場。△　＼

公民館

広野たそがれコンサート

　8月29日(金)　午後7時半～9時

　広野公民館　　入場無料

　演　スィンギン･エコー・

[i]　　ジャズ･オーケストラ

曲‘ムーンライ'トセレナーデ

]ﾀﾞ｣･

A列車で行こうほか

回広野公民館(a41-7450)
■中央公民館(S20-1411)

<市民講座・国際理解を深める

ために〉C＞とき・内容…○９月12

日出＝日本の隣国～北と南～　○

19日出＝北から太陽の照る世界

○26日倒=夏､太陽の沈まぬ世界。

いずれも午後２時～３時半μ講師

…立命館大学元総長・谷岡武雄さ

ん[〉定員…先着50人[＞参加費…無

ポ
イ
捨
て
「
こ
れ
く
ら
い
か
ま
へ
ん
」
が

環
境
破
壊
の
第
一
歩

㎎ｉｌ

廠

　
文
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
よ

り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、

大
‘
小
ホ
ー
ル
、
ま
た
は
大
・

小
ホ
ー
ル
と
併
せ
て
他
の
施
設

を
使
用
す
る
場
合
の
使
用
申
し

込
み
の
期
間
を
、
十
月
か
ら
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

◇
大
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
（
そ

れ
以
外
の
施
設
を
併
せ
て
使
う

料　圃同館へ電話か来館で。

■木幡公民館（332-8290）

　く国際交流・夜間の初級中国語

教室〉中国の日常会話から異文化

を理解し、国際感覚を養います。

レとき…９月３日～10月１日の水

曜、午後７時半～９時半［＞定員…

先着30人≫参加費…無料匝］同館

へ電話か来館で。

お知らせ

ビデオシアター

ボーイズ・オン・ザ・サイド

全くタイプの違う３人の女性た

ちが心を通わせていく物語（映

画コメンテーターのトークあり）

９月９日（火）午後１時半～４時

生涯学習センター　入場無料

囲女性政策室（a内線2091）

■文化センター舞台芸術相談会

　oとき…９月２日(火)、午後２時

～6時[＞ところ…文化センター事

務室[〉内容…専門スタッフによる

舞台装置、演出、費用などの相談

　[118月30日出までに同センター

(SS20-2111)へ。

社会福祉協議会

■肢体障害者の集い

　見聞を広め気分転換し、参加者

相互の交流を深めます。Ｄとき‥、

９月４日附、午前10時～午後４時

半[＞行き先…花博記念公園(鶴見

緑地)[＞対象・定員…肢体不自由

１・２級の人10人、介助ボランティ

ア15人[＞参加費…無料(昼食代は

各自負担)[18月29日圈までに

社会福祉協議会(a22-5650.FA

X22-5654)。初参加の人を優先。

■リーディングボランティ

　ア初級講座

　リーディング(音声訳)を通し

て、視覚に障害をもっだ人が地域

で豊かに生活していく際に抱える

宇治市文化センター

施設使用申し込み期間が

　　　　10月から変更に

場
合
を
含
む
）
＝
使
用
日
の
１

年
前
の
日
の
属
す
る
月
の
第
１

火
曜
（
そ
の
日
が
休
館
日
に
あ

た
る
場
合
は
そ
の
翌
日
）
か
ら

使
用
日
の
1
5
日
前
ま
で
。
例
え

ば
平
成
1
0
年
1
0
月
に
使
う
場
合

の
申
し
込
み
初
日
は
９
年
1
0
月

７
日
㈹
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

使
用
し
よ
う
と
す
る
日
が
引
き

続
き
２
日
以
上
あ
る
場
合
は
、

そ
の
初
日
を
使
用
日
と
し
ま
す
。

◇
大
・
小
ホ
ー
ル
以
外
の
施
設

だ
け
＝
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
使

用
日
の
６
ヵ
月
前
に
あ
た
る
日

か
ら
使
用
日
の
1
5
日
前
ま
で

　
　
×
　
　
×
　
　
×

▼
受
け
付
け
開
始
時
刻
…
午
前

９
時
半
か
ら
。
こ
の
時
点
で
申

し
込
み
が
重
複
し
た
場
合
は
、

協
議
か
抽
選
で
決
定

▼
休
館
日
…
毎
週
月
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
翌
日
）
、
休
日
の

翌
日
（
そ
の
日
が
土
・
日
曜
日

に
あ
た
る
場
合
は
翌
週
の
火
曜

日
）
、
年
末
年
始

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
文
化
セ
ン
タ

ー
（
0
2
0
・
2
1
1
1
）
。

　
「
無
料
」
の
は
ず
が

　
「
高
額
」
に

　
　
　
　
　
「
三
日
間
に
限
り
、

Ｑ
　

ミ
シ
ン
を
無
料
調
整

し
ま
す
」
と
い
う
ち
ら
し
を

見
て
、
訪
問
を
依
頼
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
販
売
員
は
修
理

は
不
可
能
だ
と
い
い
、
持
っ

て
き
て
い
た
ミ
シ
ン
の
購
入

を
強
く
勧
め
た
。
古
い
ミ
シ

ン
を
下
取
り
に
出
せ
ば
安
く

す
る
と
い
う
の
で
購
入
し
て

し
ま
っ
た
が
、
返
品
し
た
い
。

　
　
　
　
　
『
無
料
』
と
い
う

Ａ
　

言
葉
に
つ
ら
れ
、
修

理
を
し
て
も
ら
う
つ
も
り
が
、

結
局
高
額
な
ミ
シ
ン
を
買
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
相
談
が

載Ｓ薄簡ｌ薄榔

消費生活
相談室から

数
多
く
寄
せ
う
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ち
ら
し
に
大
き
く
載

せ
て
あ
る
低
額
な
ミ
シ
ン
を

購
入
す
る
つ
も
り
が
、
販
売

員
に
強
く
勧
め
ら
れ
、
高
額

な
ミ
シ
ン
を
買
っ
て
し
ま
う

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
高
額
な
も
の
を
買
う
と

き
は
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
本
当
に
そ
れ

が
必
要
な
の
か
、
使
い
こ
な

せ
る
の
か
、
支
払
え
る
の
か

な
ど
、
冷
静
に
判
断
し
て
く

だ
さ
い
。
迷
っ
た
時
に
は
、

即
断
・
即
決
し
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
こ
の
質
問
者
の
場
合
は
ミ

シ
ン
を
購
入
す
る
つ
も
り
で

訪
問
を
依
頼
し
て
は
い
な
い

の
で
、
訪
問
販
売
法
に
よ
る

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
適
用
さ

れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

課題を共に考え、理解を深めます。

[＞とき…９月５日～10月24日の金

曜、午後１時半～３時半。６回[＞

ところ…総合福祉会館[〉内容…ア

イマスク体験、講演、音声訳実技、

交流会[〉定員…先着40人レ参加費…

500円　圃宇治ボランティア活動

センター(社会福祉協議会内公22-

5650)。

■福祉バザー

　[＞とき‥8月31日(日)、午後１時

半～Ｄところ…木幡小学校　固社

会福祉協議会(SS22-5650)。

官公署・その他

・城南地域職業訓練センター

　の講習会

　国同センター(a46-0688)。

　　くワープロ入門一太郎V7W95

版〉レとき…９月26日～10月28日

の火・金曜、午後６時半~9時。

９回[＞受講料…１万3500円。

　　〈ワープロ初級ワードW95版〉

[＞とき…９月20日~10月８日の水

曜午後6時半～9時、土曜午前９時

半～正午。６回[〉受講料-9000円。

　　〈ワープロ初級一太郎W95版〉

[＞とき･;･９月20日～10月25日の土

曜午前９時半～正午。６回[＞受講

料…9000円。

　　〈税務の実務〉[＞とき…９月27

日～11月29日の土曜、午前10時～

午後４時。10回[＞受講料…２万10

00円。

　　くパソコン初級ロータス123 W

95版〉[＞とき…９月16日～30日の

火・木・金曜、午前９時半～午後

３時半。12回レ受講料…１万600

円。

■城南勤労者福祉会館の教室

　圃同センター046-0780)。

〈ストレッチ体操教室〉C〉とき

…９月21Eﾖ(日)、午後１時半～３時

[〉受講料…500円。

〈庭木の手入れ教室〉[＞とき…

９月28日～10月26日の日曜、午後

１時～４時C＞受講料…1500円。

　　く中高年のための健康3 Bエア

ロダンス教室〉[＞とき…９月24日

～10月８日の水曜と14日吹]、午前

10時～11時半[＞受講料…1200円。

■植物公園

いずれも無料ですが入園料500

円が必要です。

〈水草展〉暑い夏を涼しげに演

出する水草約100種を展示。[＞と

き…８月21日困～９月２日(火)回

同園(昔45-0099)。

〈講習会・水生植物の育て方〉

レとき…８月24日(日)、午後１時半

3時半[〉定員…先着40人　困同

H 045-0099)へ電話か来園で。

〈植物標本相談会〉植物標本で

名前の分からないものについて答

えます。標本にはどこでいつ採集

したか書＜こと。[＞とき…８月29

日圈～31日(日)、午前10時～午後４

時[〉対象…小・中学生(相談者は

入園無料)囲同園(昔45-0099)。

■中学校卒業程度認定試験

　義務教育諸学校への就学を猶予

・免除された人が対象。この試験

に合格した人は高等学校入学資格

が得られます。C＞とき…11月７日

圖[＞ところ…京都府庁第３号館

(京都市上京区下立売通新町)匝]

９月３日伽までに京都府教育庁学

校教育課(£S075-414-5838)へ。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
創
造
的

な
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
し

て
開
催
さ
れ
る
文
化
の
祭
典
で

す
。
あ
な
た
の
日
ご
ろ
の
成
果

を
ぜ
ひ
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
資
格

　
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
の

人
、
ま
た
は
そ
の
人
た
ち
で
組

織
さ
れ
た
団
体
（
発
表
の
部
は

叉
以
上
の
団
体
に
限
る
）

◆
参
加
料
（
発
表
の
部
だ
け
）

○
大
ホ
ー
ル
＝
１
団
体
3
0
0

0
円
＋
2
0
0
円
×
参
加
者
数

○
小
ホ
ー
ル
＝
１
団
体
2
0
0

0
円
＋
2
0
0
円
×
参
加
者
数

◆
会
場

　
展
示
の
部
は
中
央
公
民
館
、

発
表
の
部
は
文
化
セ
ン
タ
ー
大

・
小
ホ
ー
ル

◆
実
施
日
程

　
食
示
の
部
》

○
第
１
部
・
1
1
月
１
日
ｍ
一
～
３

日
蜘
＝
生
け
花
、
盆
栽
、
園
芸
、

山
野
草
、
水
石
、
写
真
、
手
工

芸
、
映
像

○
第
２
部
・
Ｈ
月
７
日
面
～
９

日
圓
＝
額
装
品
（
1
0
号
以
内
）
、

木
彫
、
木
工
芸
、
拓
本
、
文
芸
、

書
道
（
半
切
程
度
）
、
陶
工
芸

＊
出
展
数
は
人
士
点
（
小
物

は
数
点
を
Ｉ
セ
ッ
ト
で
出
品
可
）

　
《
発
表
の
部
》

○
Ｈ
月
２
日
㈲
　
大
ホ
ー
ル
＝

洋
舞
、
合
唱
、
合
奏
、
三
曲

小
ホ
ー
ル
＝
吟
詠

○
Ｈ
月
３
日
脚
　
大
ホ
ー
ル
＝

日
舞
（
古
典
舞
踊
・
新
舞
踊
）

　
小
ホ
ー
ル
＝
謡
曲
、
民
謡

さ
あ
あ
な
た
の
出
番
！

市
民
文
化
芸
術
祭
参
加
事
業
も

募
集

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
行
っ
て

い
る
市
民
文
化
芸
術
祭
参
加
事

業
も
併
せ
て
募
集
し
ま
す
。
今

年
度
か
ら
実
行
委
員
会
の
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
文
化
芸
術
祭
の
展
示
の
部
か

発
表
の
部
に
参
加
資
格
の
あ
る

団
体
が
期
間
内
（
豆
月
～
1
2
月
）

に
行
う
行
事
を
、
申
し
込
み
に

よ
り
参
加
事
業
に
位
置
付
け
ま

す
（
た
だ
し
、
・
個
々
の
サ
ー
ク

ル
等
の
日
常
的
な
活
動
で
は
な

く
、
流
派
や
習
熟
度
察
越
え
て
、

広
範
な
市
民
の
文
化
活
動
を
含

む
内
容
の
も
の
に
限
る
）
。

▼
参
加
条
件
・
：
○
運
営
、
経
理

な
ど
は
す
べ
て
実
施
団
体
が
行

い
ま
す
○
こ
の
事
業
の
参
加

団
体
は
、
展
示
・
発
表
の
部
の

同
種
目
へ
の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
　
○
事
業
の
名
称
に
特
定
の

流
派
や
個
人
名
を
冠
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
　
○
事
業
の
名

称
に
「
市
民
文
化
芸
術
祭
参
加
」

と
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す

▼
そ
の
他
…
○
市
民
文
化
芸
術

祭
へ
の
参
加
と
し
て
市
民
向
け

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
○
市
民

文
化
芸
術
祭
実
行
委
員
会
が
運

営
上
の
相
談
に
応
じ
ま
す
　
○

会
場
は
市
内
の
施
設
で
あ
れ
ば

特
に
問
い
ま
せ
ん
　
○
助
成
の

基
準
は
別
に
定
め
ま
す

◆
申
し
込
み

　
以
上
す
べ
て
８
月
2
1
日
困
～

９
月
５
日
面
に
文
化
観
光
課

（
登
内
線
2
2
2
3
）
へ
（
発

表
の
部
は
参
加
料
を
添
え
て
）
。

806

回 目 苛 察 目 貫 節 目 聳 言 暇 暇 目 筆 頌

鱒 題 麟 馥 緬 藍 題

I I . r . ' I r . I I ･ . ¶ j I I ' ¶ . ' . i l r . I I r . - I I . r l . - j ¶ I ｢ . . - . I . r ■ - r . ¶ り ･ j . ･ ● . ･ り A ･ ･ a ･ t ･ り , 7 . ･ I . ･ ● ･ . I ･ ‘ 一 丿 I ･ ･ ･ ‘ ･ ･ I ･ ･ ‘ I ･ ･ - I ･ ･ - I ･ I - I ･ - ･ . I ･ ･ ･ I ･ - I ･ ･ ･ . ' - ･ I - ･ - I ･ ｀ I . ･ I ' - ' ･ ' - ･ I ･ ･ - I - ･ - I ･ - ' ･ ･ - ･ I ･ ･ - I - ･ ･ I ' - ･ , I - ･ I I - ･ - I - ･ , I ･ - ･ ･ - I I - ･ - I - ･ - I ' - ･ ･ I - ･ 1 1 1 - ' ･ I ヾ . I ･ ･ ' 1; ･ 5 : : - j : ゞ ･ I : I ゞ - I ･ : - j : - : ･ : ･ : ' ･ : ･ ' : - I ･ : ･ j ･ 5 : : - : . ' ･ : - : : - I - : - ' : - ; ' - : : - : ; ･ ; - I : - : ; ･ : : - : - : ; : - ･ : : : : : ; - I : : : l i s ｀ : ; ･ ; ; : j : : : : ; ; : : : : : : : ; ; : : l i : : : : : ･ : ･ : ･ I : : ･ : ぐ : : ･ s : ･ ; : : ･ : : : ･ l i : ･ 灸 : ･ : : : ･ ; ･ : . I ぐ : j { : I ･ : ･ : ･ l : ･ . I ･ : : I : : ･ I ･ : - : : l ･ : ･ : ･ : . ‘ ･ : ･ : . ･ ･ ･ ･ l ･ : ･ : ぐ ･ : ぐ . ‘ ･ : ぷ ゝ

l l - : . I : I 丿 j l - I z . I c ･ I : 弓 : I - : M s I c - I : - j l - : … … : - M M I M I - : … … … … … . I I I . I . - | . ■ . . ■ . I I . ･ . I ･ - . j . I l j l l ･ I . - j … … … … … … … … … M ･ : . ･ r ･ , ･ : c ? : ･ : … … … ｢ べ l j - ¶ ･ - ¶ I I I - | - I I r I ' . I ･ z . '

所 在 瞬

f 6

㈲ 勁 廸 鴎 総 総

=

? | : i : F U a : j j ; ﾐ j : i i j l

,

完 丿 尚 : ;

=

ぶ : : y 濡 : g : : ;

i

j = : : j i : g

･

淀 : ; l : : 回 : ･ j l 1 S : l l : : n j l : 1 忌 : ﾐ : : F 芯 : : j : 1 忽 I : l : F I ﾐ : y ° 1 1 1 :

- ･ i l j l l l i : j = I ･

i さ 尽 . ゜ l j : = 1 i j : I l l ° : ﾐ ゜ : ﾐ ゜ : g : ･ : : = 受 = i = = i i = 咆 j ･ ･ ･ : | ﾐ = l j ･ 1 1 1 1

　 　 　 　 皿 説 年 1 　 竃

[ I 似 開 巨 合 わ せ 米 国 ] は 申

:

じ 込 み 謡 評 Ｕ

爾 論 結 謡 心 雀 臨 ぷ 皆 = 詣 ぽ ミ

詑 ぷ j : ; : g 卜 : : ; : : E : : , ･ j : : j : ゛ j ' ご : : ･ 即 ｡ l j j : : s : 一 心 j ･ 1 E - ･ - l - j : 1 ･ m ･ . : : ･ : k ･ : ･ - ･ j : . 丿 ぺ : : k ; : : : : : r ; , ; f : : : ; : . ･ : . ぷ ･ . - ; ･ . : 5 , : ※ ; . ; . , : ; , r ; : - , - ; . ; : 丿 ﾀ ; ぺ ; . ; j r : : - j : , : ; ｀ ' : : : ‥ - ' ゛ : j - … … … : I ゛ E :

直 衝

訃 爪 示 談 訃 肩 卜 j

=

j

=

こ

=

] こ

=

i

=

i j 言

=

二

=

i

=

う § i ･ ; U

=

: :

=

i g : : g j : = i

i ﾐ = y f l i

i l f

l : i 呂

　 四 三 　 言 竃 三 三 万 　 三 　 白 白

情報

BOX

・

市
民
文
化
芸
術
祭
参
加
団
体
を
募
集

但環境保刹

1万祐遜粉臨


	page1
	page2

